









































































































































































































































































































































































































































































































　　〈 布袋戯、焼金、 ハダカンボノ ギナ、冬の午後、 はなび 〉
B．〈アリ〉型　10例……感覚的表現
　　〈 かたつむり角出せば、くらやみの庭、夜行軍、あけの朝、だいこん じゃぶじゃぶ、
　　　ゆげ ゆげ ほやほや、なかよし スリッパ、さくらのうた、ぱぴぷぺぽっつん 〉
C.〈朝日に〉型  16例…… 比喩を含む情景描写
　　〈 ジャンク船、あめの こびと、 山寺の朝、動物園の鶴、大根干し、このおひる、ゆきが とける、 こっつんこ、
　　　ちいさな ゆき、 はしごのり、はなび、みぞれが ふった、ことりが なくよ、おもち、 にんげんの家の 〉
D.〈オテテ ノ ホタル〉型  3例……視点交錯、同化



























　　お夕はん、 夕はん、ぼくらの学校、くれの まち、 つんつんつるで、まつりの はやし 〉
F.〈夕焼けへ〉型　3例…… 行動主体としての自己 
　　〈  祭りの近い日、 じてんしゃ　〉
G.〈山寺の夜〉型　2例…… 自己存在意識

















ａ. 知覚的世界：〈 宿題、せっけんさん 〉
ｂ. 体感的世界 :〈 はしるの だいすき、 あめあめ ふるひ、 はしろうよ 〉
ｃ. 情景叙述（比喩表現を使用）：〈 懐中時計、 ギナの家 〉 
ｄ. 心情吐露：〈 窓、おしょうがつ いいな 〉  
ｅ. 内省的世界：〈 深い夜 〉 
ｆ. 希望・願望・心づもり：〈 牛のそば、魚のように、曇った日 〉
ｇ. 疑問・推量・演繹・判断：〈ノートに挟まれて死んだ蚊、樹、家、卒塔婆、篁、つけもののお
　　もし、かいがらさん〉
ｈ. 仮定：〈 あたまの うえには 〉　　　　　　　　 
ｉ. 叙述：〈 鳥愁、水道のせん、人ではない！、地球の用事、雀 〉 
ｊ. 回想・空想・連想：〈 雨のふる日、蛾、蝶、林檎のまわり、ひぐれ、にじ、 ゆび、 小鳥がない
　　た、ゆきが ふる 〉
ｋ. アイロニー：〈 ケムシ、ああでもない こうでもないの うた 〉
ｌ. 言葉・音・リズム：〈 チューリップがひらくとき、がいらいごじてん、かんがるー〉
ｍ. 物語：〈月夜の一時、　台湾の地図、 ドロップスの うた、ペンギンちゃん 〉
ｎ. 働きかけ・命令：〈 トマト、 キリン 〉 
ｏ. 語りかけ：〈 スイギュウ オジイサン 〉 

















































































































































































































































































































































































































































































































1934    BEE  3     　　　  　 3      100
1935    AEEFH  5  11        45
1936    C  1  13         8
1937    ABBCCCDDEEEG  12 26        46
1938    ABCDEEG  7  　 　    36        19
1939    AABCEF  6      　    37        16
1940～ 44      　    　      10        0
………………第二次世界大戦……………………
1948～ 59            　      142         0
1960    AF  2     　   　    27         7
1961    BBC  3         　 　 49         6
1962    CE  2     　  　     12        16  
年　　 映像的詩の型と数 全作品数　　割合（％）
1963    BC  2 49         4
1964                  　　    7         0
1965                  　　    7        0
1966    BBCCCCEE  8   　　 120         6
1967                  　　    9         0
1968                 　　    37         0
1969    C  1         　　    26         4
1970                 　　    13         0
1971    CH  2        　   　 34         6
1972                　　     21         0
1973    C  1         　　    48         2












　4　 『中井正一全集　第三巻　現代芸術の空間』美術出版社、1981年 5月　初出：「読書春秋」1950（昭和 25）
年９月
　5　 吉本隆明『定本　言語にとって美とはなにかⅠ』角川文芸出版、平成 13年 9月、『定本　言語にとって美
とはなにかⅡ』角川文芸出版、平成 13年 10月
　6　 三尾砂『國語法文章論』三省堂、昭和 23年 2月
　7　 「処女作の頃」『びわの実学校』97号、びわのみ文庫、1980年 1月
　8　 足立悦男「日常の狩人─まど・みちお論」『現代少年詩論』明治図書出版、1987年 2月　　
　9　 佐藤通雅『詩人まど・みちお』北冬社、1998年 10月
10　 小林純子「まど・みちお詩における視線の探求」『国文白百合』40号、白百合女子大学国語国文学会、平
成 21年 3月、p.40
11　 陣秀鳳『まど・みちおの詩作品研究　─台湾との関わりを中心に』国立大阪教育大学・1996年度修士論
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